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要旨：本研究の目的は、中学校技術科において、生徒の技術評価力育成に向けた題材のデザイン、試行的実践、検証を
行うことである。筆者らはこれまでに「森林資源を活用する技術の今後の在り方」に対する生徒の技術評価の反応を探
索的に把握し、技術評価力育成に向けた指導の力点を提案している。本実践では、既報を基に「技術的な視点」「現実
的課題憂慮の視点」「歴史的・文化的な視点」に着目させることとした。その結果、本実践対象者の意思決定は、「否定
群」50.8％、「肯定群」37.7％、「葛藤群」11.5％であり、既報の実態調査者と比べて、「肯定群」の割合が有意に高く、「否
定群」の割合が有意に低かった。加えて、技術評価時に着目する観点 18項目の平均値をそれぞれ比較した結果、本実
践対象者は、18項目中 15項目において有意に高かった。これらより、本実践を通して生徒は幅広い技術評価観点に着
目した技術評価を行うことができたと推察される。

キーワード：中学校技術・家庭科技術分野　Technology, Technology and Home Economics
　　　　　　技術ガバナンス　Technology Governance
　　　　　　技術評価力　Ability to Evaluate Technology
　　　　　　森林資源を活用する技術　Technology for Utilizing Forest Resources

１．はじめに

　本研究の目的は、中学校技術・家庭科技術分野 (以下、
技術科 )「内容 A 材料と加工の技術」において、生徒の
技術評価力育成に向けた題材のデザイン、試行的実践、
検証を行うことである。
　技術の進歩と普及によって、私たちは生活の中で日々多
くの恩恵を受けている。一方で、技術に関わる諸問題が
近年話題にあがることは少なくない。例えば、原子力発電
や無人航空機に関する諸問題はその際たる例であり、メ
ディア等にもこれまで多く取り上げられている。技術の進

歩による技術の「光の面」と「影の面」が多様化する現
代において、技術教育では育成すべき資質・能力や学習
内容が大きく変化している。特に、2000年以降の技術教
育の世界的な潮流である技術リテラシー (Technological 
Literacy)の考え方は世界各国の技術教育に影響を
与えることとなった。技術リテラシーとは、ITEEA 
(International Technology Education Association、現在
はInternational Technology and Engineering Educators 
Associationに改名 ) が 2000年に刊行した Standard 
for Technological Literacy -Content for the Study of 
Technology- において提唱されており、技術を利用、管理、
評価、理解する能力を意味する (1)。同書では、民主主義国
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家において市民一人ひとりの考えが技術革新に強く影響す
ることが示され、技術教育において技術リテラシーを育成
することの重要性が掲げられている (1)、(2)。我が国では、日
本産業技術教育学会が刊行する「21世紀の技術教育 (改
訂 )」において、「技術の選択・活用への意思決定に携わ
る資質 (イノベーションやガバナンスを促進する学力・能
力 )を育む視点」を通して技術リテラシーを形成する技術
教育の推進が掲げられた (3)。
　技術に関わるガバナンス (以下、技術ガバナンス )に
ついて先駆的に取り組んだ上野ら (2015)は、技術ガバナ
ンス能力を「科学技術革新の成果が広く深く社会と生活
に浸透した 21世紀において、国民が自ら技術の光と影に
対して理解し、判断・発言・行動できる能力」と定義し
た上で、前述した技術評価力を下位能力の 1つに設定し、
その重要性を指摘している。その上で、中学 3年生を対
象とした技術評価力の現状を把握するためのアチーブメ
ントを作成し調査を行っている。その結果、安全面など
に偏った技術評価を行う傾向があり、生徒の技術評価の
視点が限定的であることを課題として報告している (4)。
　一方、上野らの調査では学年間の差異について検討の余
地が残されていることや、生徒に提示して着目させる技術
評価観点がそもそも限定されていることなどが課題として
挙げられていた。筆者らはこれまでに、それらの課題に対
応した上で、社会で賛否の分かれる技術に対する生徒の技
術評価の反応を探索的に検討し、技術評価力育成に向けた
指導方略を提案してきた。これまでに取り扱った技術評価
の対象は技術科の学習内容に即して、「森林資源を活用す
る技術」や「遺伝子組み換え技術」の今後の在り方である5)、6)。
　先行研究 5)では、中学 1～ 3年生計 476名を対象に「森
林資源を活用する技術の今後の在り方」に対する反応を
質問紙を用いて探索的に調査した。その結果、意思決定
は「否定群」(78.9%)、「葛藤群」(10.9%)、「肯定群」(9.5%)、
「不明群」(0.7%)であり、約 8割弱が否定的であること
が把握された。また、意思決定に対して「技術的な視点」
が与える影響は限定的であること、肯定的意思決定を行う
生徒は「歴史的・文化的な視点」の影響を受けているこ
と、否定的意思決定を行う生徒は「現実的課題憂慮の視点」
の影響を受けていることを報告している。その上で、「森
林資源を活用する技術の今後の在り方」を取り上げて技
術評価力の育成に向けた実践をデザインするためには、上
記 3つの視点を偏りなく取り扱う重要性を指摘している。
　技術リテラシーの提唱は、学習指導要領における技術
科の内容にも多く影響を与えている。例えば、2010年
改訂の学習指導要領では、技術を評価・活用する能力と
態度の育成が目標の一部として掲げられた 7)。加えて、
2017年告示の学習指導要領では、単なるものづくりの
脱却が標榜され、技術科の学習過程の構成要素が「生活
や社会を支える技術」「技術による問題解決」「社会の発
展と技術」が設定された 8)。これら学習過程は、技術科
の 4つに整理されている学習内容 (「A 材料と加工の技

術」「B 生物育成の技術」「C エネルギー変換の技術」「D 
情報の技術」)それぞれで展開されることが示されてい
る。特に、従来の技術科の学習過程において軸足の置か
れていなかった「社会の発展と技術」では、自らの問題
解決を含むこれまでの学習を振り返り、技術の概念を再
度理解し、身に付けた技術の見方・考え方に沿って生活
や社会を広く見つめ直すことが求められている。
　例えば、「A 材料と加工の技術」(3)社会の発展と材料
と加工の技術では、「(1)における材料と加工の技術の見方・
考え方の気付きや、(2)における材料と加工の技術による
問題の解決の学習を踏まえ、社会の発展のための材料と加
工の技術の在り方や将来展望を考える活動などを通して、
生活や社会に果たす役割や影響に基づいて材料と加工の
技術の概念を理解させるとともに、よりよい生活や持続可
能な社会の構築に向けて、材料と加工の技術を評価し、適
切に選択、管理・運用したり、新たな発想に基づいて改良、
応用したりする力を育成すること」がねらいと示された 9)。
　上記の通り、新学習指導要領において、技術科の学習
過程が整理され、問題解決解決型の学習がこれまで以上
に重視された。加えて「社会の発展と技術」が学習過程
の構成要素に位置づけられたことは、何かをつくりあげ
ることだけが技術科の学習の本質ではないということが
明示されたと言えよう。特に「社会の発展と技術」では、
技術の将来展望について考えるといった、ものづくりと
一線を画す学習が例示されている。
　本研究では、中学校技術科「内容 A 材料と加工の技術」
において「森林資源を活用する技術の今後の在り方」を
取り上げた、技術評価力育成に向けた試行的実践・検証
を行うこととした。なお、題材のデザインについては、
既報で示した「技術的な視点」「現実的課題憂慮の視点」
「歴史的・文化的な視点」に着目させることとした。

２．実践のデザイン

２．１．実践対象者
　本実践は 2020年 1月から 2月に、N県内の公立中学
校第一学年の生徒 183名を対象として行った。

２．２．実践の指導計画上の位置及び教科書の学習内容
　実践対象校において実施する「A 材料と加工の技術」
の指導計画では、(1)生活や社会を支える材料と加工の技
術 (1-11時限目 )、(2)材料と加工の技術による問題解決
(12-22時限目 )、(3)社会の発展と材料と加工の技術 (23-25
時限目 )で構成されており、本実践は (3)に該当する。なお、
(1)では、異なる材料の加工を通して、材料と加工の技術
に関わる基礎的な知識・技能の習得をねらいとしており、
実践対象者は、木材加工と 3Dプリンタによる成形を組
み合わせた 1段 BOXを全員が共通で製作している (図
１a)。(2)では、(1)で習得した知識・技能を生活上の問
題解決に活かすことで、技術による問題解決能力を育む
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ことをねらいとしており、生徒は各自の生活における問
題の解決に向けた製品を構想・設計し、製作を行ってい
る。生徒の構想・設計と製作品の例を図 1b、cに示す。
　本実践では、上記のような生徒を対象に、前述した (3)
のねらいを踏まえ、技術評価力の育成に向けて題材のデ
ザインならびに、試行的な実践と検証を行う。なお、便
宜上、23時限目を実践１、24時限目を実践 2、25時限
目を実践 3とする。

２．３．題材のデザイン
　前述の通り、本研究では「A 材料と加工の技術」(3)社
会の発展と材料と加工の技術の学習を展開するにあたり、
技術評価力の育成に向けて提案した指導方略 5)に基づき、
「森林資源を活用する技術の今後の在り方」を題材の中核
に位置付けることとした。「森林資源を活用する技術の今
後の在り方」に対しては、多くの中学生が否定的な意識
であり、技術評価時の考えが偏っていること、肯定的・
否定的な視点に影響を与える視点を万遍なく指導の力点
とすること、生徒が幅広い視野で、技術評価を行うととも
に、生徒間の意見交流を通して、より深い考えを自ら導き
出せることに留意して題材をデザインすることとした。
　具体的には、肯定的な意思決定を行う生徒の着目度が
高い「歴史的・文化的視点」、否定的な意思決定を行う
生徒の着目度が高い「現実的課題憂慮の視点」、加えて
着目度の低い「技術的な視点」は実践を通して、広く着
目できるように介入することとして、実践１にて、「技
術的な視点」、実践２にて、「歴史的・文化的視点」およ
び「現実的課題憂慮の視点」を取り扱うとともに、実践
3にて、生徒間で「森林資源を活用する技術の今後の在
り方」について将来に向けた提言をまとめることとした。
それぞれの内容と流れを以下に示す。

２．４．実践 1の内容と展開
　実践 1 では、「技術的な視点」に着目させることをね
らいとして、材料と加工の技術の進展が社会創造してい
ることを理解させるために、3Dプリンタの概要や将来
展望を取り上げることとした。
　まず導入段階では、3Dプリンタの実物や動画を用い
て、使用されている材料 (樹脂や石膏 )、成形方法 (FDM 
(Fused Deposition Modeling / 熱溶解積層方式 )や SLA 
(Stereolithography Apparatus / 光造形方式 ))、活用事例
などを取り上げることとした。加えて、3Dプリンタに関わ

る技術の進展が、社会の発展、特に持続可能な社会の構築
に貢献していることを理解させるための提示用教材として
自作の資料を配布することとした (以下、未来予想新聞 )。
未来予想新聞は、生徒の理解が深まりやすいよう適宜図表
を用いて、①材料の技術の発展、②加工の技術の発展、③
持続可能な社会に対する貢献の 3点で構成することとした。
　①では、材料の技術が発展していることを理解させる
ために、様々な使用目的に応じて、使用できるフィラメ
ントの素材の種類が増えていること、例えば、樹脂や石
膏、金属や食材、コンクリートなどの特徴や成形物、そ
の使用用途等を取り上げた。
　②では、加工の技術が発展していることを理解させる
ために、成形物に求められる精度や耐久性、構造に応じ
て加工方方法が選択されていること、例えば、FDMや
SLAなどの成形方法の特徴や使用用途等を取り上げた。
　③では、材料と加工の技術の発展が持続可能な社会に
貢献していることを理解させるために、環境に対する配
慮や 3Dプリンタで実現できる省資源性、データのやり
取りによる運輸エネルギーの削減などを取り上げた。
　展開段階では、上記 3点について、未来予想新聞や
スライド資料、動画等を用いて、学習を進めることとし
た。また学習活動として、技術の発展によって実現する
将来の展望について生徒が考えられるような場面を設定
した。具体的には、未来予想新聞において上記 3項目に、
以下の将来予想の文章を示し、個人・グループで将来展
望を考えるきっかけとした。なお、以下の文章は、「3D
プリンターが創る未来 (クリストファー・バーナット )」
を参照 10)し、下線部は筆者らが追記したものである。

　　 　ときは 2040年。あなたは 3Dプリンタが砂やコ
ンクリートを材料にして作り上げた住宅で朝を迎え
る。3Dフードプリンタからは、温かいソーセージ
とベーコンが積み重ねられてプリントされている。
昨夜のうちに、靴箱にある 3Dプリンタが古い靴を
すり潰して、それを材料にした最新モデルの靴を用
意してくれたはずだ。(中略 )20年前を思い出す。
モノが人よりもずっと長い距離を移動していた時代
だ。工場で働き、自動車が作られていたのが遠い昔
のことのように思える。自動車も今では、車庫の中
で 3Dプリンタで作られる。出力されたプラスチッ
ク製の飛行機に乗って沢山の観光客が奈良を訪れ、
3Dプリンタで修理された法隆寺や大仏を観光して
いる。足を怪我した鹿たちは、それぞれの体の大き
さに合わせて作られたオリジナルの補助具を付けて
その周りを元気に走り回っている。

２．５．実践 2の内容と展開
　実践 2 では、「現実的課題憂慮の視点」および「歴史的・
文化的視点」に着目させることをねらいとして、両視点
に関する学習について、以下のような内容を取り上げる
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こととした。
　「現実的課題憂慮の視点」では、世界の森林面積が減少
傾向であることや、森林面積の減少によって生じる自然
災害や生態系の危機、地球温暖化、大気汚染など現実世
界において直面している諸問題を取り上げることとした。
　「歴史的・文化的視点」では、法隆寺や新国立競技場な
どの事例を取り上げながら、日本の国土の多くが森林で
あること、それにより過去から現在まで森林資源の特性
が活かされていること、修繕が容易であること、管理の
手段として間伐があることなどを取り上げることとした。
　上記の学習を通して、生徒にはそれぞれの視点を踏ま
え、自身の考えをまとめさせることとした。

２．６．実践 3の内容と展開
　実践 1 および実践 2 において「技術的な視点」「現実的
課題憂慮の視点」「歴史的・文化的視点」に対して着目さ
せた上で、実践 3 では「森林資源を活用する技術の今後の
在り方」について、技術評価を行わせることとした。まず
導入として、実践 1 における将来展望や実践 2 における各
視点に基づく意見を、これまでの振り返りとして、共有した。
　その上で、「森林資源を活用する技術の今後の在り方」
に関する技術評価課題に取り組ませることとした (図 2、
3)。具体的な内容は、森林資源が身の回りの様々な製品
に利用されていることや木の温かみがあること、一方で

自然破壊や地球温暖化が進行してきている現状を示した
うえで、世の中の森林資源を活用する技術の在り方に対
する賛成意見や反対意見が例示され、「森林資源を活用
する技術の今後の在り方」をどうしていくべきかという
ことに関して、意思決定とその理由を記述するという構
成になっている。加えて、生徒自身が意思決定時に着目
した技術の評価観点 (以下、技術評価観点 ) 18項目を
問う質問項目が設定されている。具体的には、技術の目
的について考えを問う質問項目では、「この技術が何の
ためにどのような目的で利用されるものであるかを考え
ましたか」と問い、回答形式は「とても考えた」「少し
考えた」「あまり考えなかった」「全く考えなかった」に
よる 4件法である。個人活動のあとは、班で意見交換
させながら一つの提言をまとめさせることとした。
　まとめとして、林野庁が提案している我が国の森林の
循環利用と SDGsとの関係を紹介することとした 11)。

２．７．本実践の検証方法
　先行文献 5)において筆者らが把握している「森林資
源を活用する技術の今後の在り方」に対する同学年の生
徒の反応 (以下、実態調査者 )と、本実践終了後の生徒
の反応 (以下、実践対象者 )における、意思決定の割合
ならびに意思決定時の技術評価観点の着目度合いを比較
することで、本実践の検証を行うこととした。
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３．実践の様子と生徒の反応

３．１．実践 1の様子
　実践対象校で従来用いられていた FDM方式と比べて
高精度である SLA方式やフルカラー造形の成形物を知
ることで、3Dプリンタ出力した成形物が最終プロダク
トになり得るというイメージを持ちやすくなっていたよ
うである。将来展望の話し合いでは、技術の発展で実現
するかもしれない将来を語り合うことが新鮮なようで、
活発に議論している様子が伺えた。生徒の様子を図 4、
個人での未来予想を図 5、グループでの未来予想を図 6
に示す。
　図 5は、3Dプリンタを活用することで、異なる材料
をまとめて印刷することが可能となり、鉛筆の芯と木の
部分を一括して製作できるという未来予想である。その
ほか、文科省の「2040年の未来予測 -科学技術が広げ
る未来社会」12)で示されている再生組織・臓器の製造
や効率的な個別生産に関する未来予想や、テキスタイル

や食品におけるオーダーメイドなど様々な分野での未来
予想があった。
　実践 1 における生徒の振り返りでは、「どんな人にで
も使いやすいデザインのものをたくさん作っていきた
い。未来のことを考えていくことは、これからの生活に
とても必要なことだと思った」「自分が 40才になって
いるときには病院で活躍するのかなと思った。3Dプリ
ンタが他にも障害やけがをしている人が楽な暮らしやす
い生活を支えるものになっていることを知って 3Dプリ
ンタは大切な存在だと思った」などの意見が挙げられた。

３．２．実践 2の様子
　「現実的課題憂慮の視点」に関する学習において、生
徒の様子を観察すると、多くの生徒が地球温暖化や生態
系の危機などについて、小学校社会科のような他校種・
教科における既習内容と関連付けながら自身の考えをま
とめているようでであった。
　「歴史的・文化的視点」に関する学習においては、我
が国において木材が古くより活用されていることについ
ては、多くの生徒が認知しているようであった。一方、
材料として木材を長期間活用できる秘訣として修繕が容
易であることや、森林資源をバランスよく活用するため
の管理方法として間伐があることなどに関しては、あま
り馴染みがなかったことのようで、意欲的に学習してい
る様子がみられた。両視点を踏まえた記述例を図 7、8
に示す。

３．３．実践 3の様子
　「森林資源を活用する技術の今後の在り方」に関して、
肯定的な生徒の意見として「日本に木の歴史などがある
ので、技術を発展していって、木の大切さを知ってもら
うために技術を発展していった方が良いと思った」や
「木材を利用しすぎると森林が少なくなって困るという
けど、逆に利用しなくなることで森林が増えて、木の管
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理ができなくなりそうだから」などが挙げられた。否定
的な意見として、「今すぐやめるべきだとは思わないが、
少しづつ減らした方が良いと思う。伐採後同じように植
物を植えてると以前と同じようになるから木じゃなくて
もプラスチックでもできるから少しずつ減らした方が良
いと思う」や「今の社会は木をたくさん材料として使っ
ているため今すぐ「何の材料も木を使ってはだめ！！」っ
て言われても無理だし木を絶対必要とする物がなくなっ
てしまってそれを利用する人たちが困るから、今すぐ
じゃなくて少しずつ木をあまり必要としないものから減
らしていければいいなと思ったから」という直ちに森林
資源の利用を止めるということではなく少しずつ利用を
控えていくという意見が多く見られた。
　グループで「森林資源を活用する技術の今後の在り方」
に対する提言をまとめる活動では、否定・肯定のどちら
かの意見に偏るグループ、折り合いがつかず話し合いが
平行線なグループ、双方の意見に折り合いを付けながら
折衷案を探るグループなど様々見られた。例えば、森林
資源の利用を減らすという意見が見られた一方、技術の

発展が代替材料の開発や省資源性の実現をすることで森
林の保全につながるだろうという意見や、伝統を継承す
るために木材利用を積極的に行うという技術進展の意見
なども見受けられた。生徒の様子を図 9～ 11に示す。

４．実践の検証

　技術評価力育成に向けた本実践の効果を検証するため
に、実践対象者の意思決定の割合および技術評価観点に
対する着目度を実態調査者と比較することとした。

４．１．意思決定の割合
　「森林資源を活用する技術の今後の在り方」に対す
る実践対象者の意思決定は、「強肯定」30.3％、「弱肯
定」7.4%、「強否定」0.8％、「弱否定」50.0％、「葛藤」
11.5％となった。「強肯定」と「弱肯定」を合わせて「肯
定群」、「強否定」と「弱否定」を合わせて「否定群」と
した際、「否定群」50.8％、「肯定群」37.7％、「葛藤群」
11.5％、「不明群」0.0%であった。実態調査者と実践対
象者の意思決定の状況の差を検証するために、本実践対
象者と同学年である 1年生の調査対象者のデータを既
報より抽出した。実践対象者ならびに実態調査者の意思
決定の割合を表 1に示す。

　調査対象者は「否定群」83.3％、「肯定群」8.0％、「葛
藤群」8.0％、「不明群」0.7％であった。実態調査者と
調査対象者における意思決定の割合の差 (不明群を除
く )についてχ 2検定を行った結果、χ 2

(2)=39.01、p < 
.01となり、有意な差が認められた。残差分析の結果、「葛
藤群」においては有意な差が認められなかったが、「否
定群」において、実態調査者 (125人、83.3％ ) >実践
対象者 (62人、50.8％ )、「肯定群」において、実践対象
者 (46人、37.7％ ) >実態調査者 (12人、8.0％ )となっ
た。このことより、実践対象者は実態調査者と比べて、
「否定群」の割合が低く、「肯定群」の割合が高いことが
把握された。
　上記の結果を考察すると、まず「現実的課題憂慮の視
点」において着目度の高い、森林資源の減少に伴う諸問
題等は小学校社会科等を筆頭に様々な教科で取り上げら
れるトピックであることを考慮する必要があろう。生徒
の様子を振り返ってみると、技術的な視点を持ち合わせ
ていない状態つまり中学校入学したばかりの第一学年の
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生徒は知らず知らずのうちに、馴染みのある「森林資源」
や「環境破壊」「地球温暖化」等のキーワードから偏っ
た技術評価を行う傾向があったのではないかと考えられ
る。本実践のように、技術科の題材を通して、「技術的
な視点」や「歴史的・文化的な視点」に視野を広げるこ
とで、技術評価の偏りは解消され、幅広い視野で技術評
価を行えるようになったのではないかと推察される。

４．２．技術評価観点の着目
　次に、実態調査者と実践対象者の技術評価観点の平均
値及び標準偏差 (SD)の比較を表 2に示す。実践対象者
において、技術評価観点 18項目中で最も平均値が高かっ
た項目は、「技術目的」であり 3.49であった。一般的に
「A 材料と加工の技術」では、木工作品の製作に必要な
知識・技能の習得・活用に重きが置かれることが多い。
本実践では樹脂を用いた 3Dプリンタのように、木材以
外の材料の特性や加工方法を題材に取り入れた。これに
より、生徒は複数の材料の特性や加工の違いを実践的に
学習することができ、異なる材料と加工の技術の比較を
通して「技術目的」に対する着目度が高くなったのでは
ないかと考えられる。
　技術評価観点の平均値を単純集計後、実践対象者と実
態調査者における技術評価観点 18項目の平均値の比較
を行った。その結果、技術評価観点 18項目のうち「技
術目的」を含む 15項目において有意な差が認められ、

実践対象者の方が実態調査者に比べて全項目平均値が高
いことが把握された。このことより、本実践を通して、
幅広い技術評価観点への着目を促すことができたのでは
ないかと推察される。
　一方で、平均値が「技術目的」に次いで高かった「環
境問題との関わり」に関して、有意な差は認めらなかった。
これについては、前述の通り、森林資源の減少に伴う諸
問題については、技術教育以外においても広く取り扱わ
れるトピックであることから、そもそも生徒の「環境問
題との関わり」に対する着目度が高く、本観点に関して
は新たな気づきが少なかったのではないかと考えられる。

４．３．本実践終了後の生徒の振り返り
　本実践終了後の生徒の振り返りを以下に示す。「今の
技術はとても便利なものだと思うが技術が発達しすぎる
と環境を破壊することになると思うので、技術と環境の
バランスを保っていくことが大切だと思った」「プラス
チックの良い所を知ったので、木材の話をした結果、プ
ラスチックに適したもの、木に適したものと使いわけた
り、プラスチックで作られている部分を木に変えてみる
ことで、木のあたたかみを身近に感じれると思います」
「森林資源に今まで全然興味がいかなかったけど、いざ
考えてみると、複雑で賛成派と反対派のどちらの意見も
納得できたので、これからどうなっていくのか、今回の
授業を受けて興味が湧きました」「木材は良いこともあ
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れば悪いこともあるので、今の技術を組み合わせて使用
すればよりよい世の中ができ、問題を解決できるかもし
れないと思った」
　上記の生徒の振り返りより、「森林資源を活用する技
術の今後の在り方」に対して肯定・否定の異なる立場の
考えに納得している意見や、木材に関わる技術について
より勉強していきたいという意欲感心の向上に関する意
見が見られた。加えて、木材や樹脂のような異なる材料
の長所と短所を踏まえて、それぞれの材料の適材適所に
ついて着目している意見や、技術の発達と環境破壊のト
レードオフやバランスに着目している意見など技術評価
や技術ガバナンスに関わる記載が見られた。

４．４．考察
　本研究で得られた結果を基に、今後の技術評価力育成
に向けた技術科の学習の将来展望について考察する。
　まず、本研究で取り扱った森林資源を活用する技術の
ほかにも、遺伝子組み換え技術や原子力発電、AIなど
社会において賛否の分かれている技術の今後の在り方を
取り上げて、技術評価力育成に向けた題材をデザインし
て、他学習内容 (「B 生物育成の技術」「C エネルギー
変換の技術」「D 情報の技術」)で同様の題材展開が期
待できよう。
　一方、上記のように社会で賛否の分かれている技術は、
小学校社会科を例に出してきたように、様々な教科・校
種で議論や探究の的として取り上げられることが多くあ
る。「環境問題との関わり」に対する着目度が実践対象
者と実態対象者において有意な差が認められなかったこ
とを踏まえるならば、題材のデザインにあたり、他校種・
他教科の学びに基づく生徒のレディネスを適切に把握し
ておくことが重要であろう。特に、授業時数の少ない技
術科においては、他教科での学習内容が単に重複するこ
とは時数的にも極力避けたい。同様の内容を取り扱うに
しても、技術科だからこそ取り扱うことができる「技術
的視点」や着目させたい技術評価観点について題材をデ
ザインする側が入念に考慮しておくことが重要であろう。

５．おわりに

　本研究では、内容「A 材料と加工の技術」における生
徒の技術評価力育成に向けた試行的実践と検証を行うこ
とを目的に、「森林資源を活用した技術の今後の在り方」
を取り上げた技術評価力育成に向けた題材のデザイン、
試行的実践、検証を行うこととした。その結果、本実践
条件下において以下の成果が得られた。
　1)　 「社会の発展と技術」において例示されている学

習内容を実践に落とし込み、試行的実践を行うこ
とができた。

　2)　 意思決定ならびに技術評価観点に対する反応よ
り、本実践は技術評価力育成に効果があったこと

が推察される。
　3)　 今後の技術評価力育成に向けた題材のデザインに

おける留意点等を示すことができた。
　一方、本研究では、生徒の記述を詳細に分析すること
や、他内容における題材のデザイン、試行的実践と検証
について検討の余地が残されている。これらについては、
今後の課題とする。
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